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「市民の側も市や市議会に対して興味を持たないとい
かんし、もっともっとキャッチボールしたい。今はエ
ラーするどころか、ボールを投げてすらいない。投げ
ないことには議論なんかできません。」　
　これまでは皆さんの想いを十分に把握し生かしきれ
ていなかったかもしれません。昨年から施行した議会
基本条例の中でも「開かれた議会」をめざし、議会の
情報を広くお伝えするよう努めるとともに、皆さんか
らのご意見を直接伺うことができる機会を設けるとし
ています。
　４月には三田市議会として初の「議会報告会」を開
催し、議員が予算特別委員会などの説明と参加者との
意見交換を行いました。（11ページに概要）
　これからも市民の皆様に、興味を持ってもらえる議
会になるようがんばってまいります。

「議員さんの個々の行動もよくわかっ
て、議会の動きもわかるので、逆に
市民の方から何か問い合わせたいこ
とがある場合にもこの『　　　　』
が有効に使えるのではないでしょう
か。」
　「　　　　」は市議会と皆様をつなぐツールの一つ
としてお届けしています。私たちの活動を少しでも知っ
ていただきたい、というのはもちろんですが、おっしゃ
るとおり市民の皆さんのご意見もどんどん取り入れて
いきたいと考えています。「　　　　」に対
してだけでなく市議会や市政へもご意見や
ご感想をお寄せください。読者の声紹介欄
や、参加型の企画なども検討していきます。

のですが、それ以後、市のイベントなどではあまり活
動できていません。何か始めるのにもスタッフが少な
いので、（三田市には）人手だけでも協力してもらえ
ると助かるのですが」
　ご指摘のとおり市内の業者さんたちが、市の事業に
参加しやすい形となることで市内経済は活性化します。
市議会としてもこれまで、本会議や予算・決算特別委
員会の場などで市政に指摘・要望を繰り返し行ってき
ました。市内の業者の皆さんが元気に営業できる環境
の充実に取り組みながら、多くの人に集まっていただ
けるイベントの在り方を模索していきます。

「三田はいいところだと思う。大きな
災害もないし、大阪・神戸も近いし、
山もあり田もある。三田に来てもら
えるようにどんどんＰＲしてくださ
い。」

「私はマラソンをやっていて、神戸・篠山・三田の大
会にそれぞれ参加したが、神戸・篠山のマラソンはそ
れぞれの都市の特徴が凝縮されていて印象に残った。
残念ながら三田は一部田園風景の中を走って、整備

「市が事業を委託する際には、安い
見積もり額の業者と契約するので少
しでも安くできる神戸や大阪の大手
業者が取ってしまう。これでは三田
の業者なんかやっていけないと思い

ます。」
「（イベント事が）下手やな、という印象です。観光ひ
とつとってみても例えば篠山市は、とりたてて何があ
るというわけでもない街並みを上手に利用していま
す。」
「あきんどまつりにしても面白味が足りないのが現状
で、京都の東山などのように出店がたくさんあれば子
どもたちも喜び、あれだけ集客できる。人が集まら
なければ商売なんかできません」
「市民グループを立ち上げ、ゆるキャラを作って市内
の多くのイベントなどで活動しています。そのゆる
キャラが昨年１２月に観光大使に任命されたのはいい

※記事中のコメントと人物の写真は関連しません。

ズバリ三田市の商業は？

三田市の印象は？

三田市議会を　　　　もっと身近に

市議会こんなコトを
しています。

商売を営むひと

された幹線道路を走って、さて何が三田の印象とし
て残るのか？と考えると、三田の良さというのはちょっ
と曖昧な部分が多すぎるのではないかと思います。」
　三田の魅力は、ここで暮らし、働く皆さんたちには
実感していただけていることと思います。自然に恵ま
れ、美味しい農作物も多い、また高速道路網や鉄道
など市外から訪れていただく交通手段も充実していま
す。三田の良さを明確に打ち出し、それをどのように
発信していくのか、効果的なＰＲの方法についてなど、
市が主体となって三田市商工会や観光協会とともに取
り組んでいきます。読者の皆さんもアイデアをお持ち
でしたらぜひ市議会にお寄せください。

「ニュータウンの人たちは、比較的整
備された現状に満足して、あまり市に
意見はおっしゃらないかもしれません
が関心事はたくさんあると思います。
議員さんのほうからアクションを起こ

して、こういう問題についてどう考えますか、とか、
どういう方向性で行きますか、というような話し合い
の場を作ったらたくさん声が集まると思います。」

「　　 」を読まれた感想は？

市政や議会ってどう？

　市内には多くの商店街があります。古くは戦後

のヤミ市が起源とされているような半世紀以上の

歴史を持つ商店街もあり、長い間市民のくらしを

支えてきました。

　しかし近年は人々の生活形態が急激に変化し、

商業の形も様変わりしつつあります。

　今回は市内の商店街に店舗を構え、商売をされ

ている「あきんど」の皆さんにお話しをお聴きしま

した。
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